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新生児期から幼児期にかけての遷延性横断の原因には、鑑別疾患が数多く存在し、確定診
断が難しい場合がしばしばある。疾患により、黄疸が成人に至るまで遷延し、黄疸ととも
に肝硬変、肝不全に至る例がある。そのため、予後の予測と、正しい治療のためには正確
な診断が必要である。遷延性黄疸、胆汁うっ滞を呈する新生児から乳児とそのご両親に対
し、関連が疑われる遺伝子を網羅的に調べ、疾患との関係を明らかにすることを目的とす
る。予後の予測や治療方針を考える上での参考になるとともに、将来、同様な疾患で苦し
む患者さんに対して診療の助けになると考えられる。
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